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第
だい
５章

しょう
　必

ひつ
要
よう
なのはインプットかアウトプットか

第
だい
６章

しょう
　文

ぶん
法
ぽう
を教

おし
えることに効

こう
果
か
はあるのか

第
だい
７章

しょう
　教

きょう
室
しつ
で何

なに
ができるのか

第
だい
８章

しょう
　言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
に及

およ
ぼす年

ねん
齢
れい
の影

えい
響
きょう

第
だい
９章

しょう
　言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
に及

およ
ぼす個

こ
人
じん
差
さ
の影

えい
響
きょう
（1）

第
だい
10章

しょう
　言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
に及

およ
ぼす個

こ
人
じん
差
さ
の影

えい
響
きょう
（2）

第
だい
11章

しょう
　まとめ：教

きょう
室
しつ
で私

わたし
たちにできること

前
ぜん
半
はん
の第

だい
１章

しょう
から第

だい
６章

しょう
では、主

おも
にこれまでの第

だい
二
に
言
げん
語
ご

習
しゅう
得
とく
研
けん
究
きゅう
の流

なが
れや研

けん
究
きゅう
でわかってきたことを、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく

の現
げん
場
ば
と結

むす
びつけながら解

かい
説
せつ
しています。第

だい
７章

しょう
では、

前
ぜん
半
はん
の知

ち
識
しき
を踏

ふ
まえながら、習

しゅう
得
とく
の促

そく
進
しん
という点

てん
から、

教
きょう
室
しつ
での実

じっ
際
さい
にどのように指

し
導
どう
すればいいのかを考

かんが
える

ヒントが書
か
かれています。第

だい
８章

しょう
から第

だい
10章

しょう
では、私

わたし
たち

が学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の多

た
様
よう
性
せい
を考

かんが
えるためのさまざまな視

し
点
てん
を紹

しょう
介
かい

しています。最
さい
終
しゅう
章
しょう
の第

だい
11章

しょう
では、教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
への応

おう
用
よう
と

いう点
てん
から、日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ人

ひと
の習

しゅう
得
とく
過
か
程
てい
に教

きょう
師
し
がどのよう

に関
かか
わっていけるかを見

み
つめなおすきっかけを与

あた
えて

くれるでしょう。
全
ぜん
体
たい
として、第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
の知

ち
見
けん
をどのように日

に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
の実

じっ
践
せん
に応

おう
用
よう
していくことができるのを、読

よ
み手

て
自
じ
身
しん

が自
じ
分
ぶん
の教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
に照

て
らして問

と
いかけながら読

よ
み進

すす
めて

いけます。

充▽▽
じゅう
実
じつ
した引

いん
用
よう
文
ぶん
献
けん
を利

り
用
よう
しよう

本
ほん
文
ぶん
中
ちゅう
には、最

さい
新
しん
の第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
の研

けん
究
きゅう
成
せい
果
か
が数

かず
多
おお
く

引
いん
用
よう
されています。また、巻

かん
末
まつ
の引

いん
用
よう
文
ぶん
献
けん
が、充

じゅう
実
じつ
して

おり、自
じ
分
ぶん
が興

きょう
味
み
をもったテーマや引

いん
用
よう
箇
か
所
しょ
について、

さらに掘
ほ
り下

さ
げて調

しら
べたりするのにも便

べん
利
り
です。

すでに日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
として現

げん
場
ば
に立

た
っている人

ひと
、これから

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
を目

め
指
ざ
そうとしている人

ひと
、第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
に

興
きょう
味
み
がある人

ひと
、研
けん
究
きゅう
を始

はじ
めたい人

ひと
、それぞれの立

たち
場
ば
の人

ひと
に

役
やく
立
だ
つ１冊

さつ
でしょう。

「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が間

ま
違
ちが
えたところをどうやって訂

てい
正
せい
したら

効
こう
果
か
的
てき
なんだろう？」、「どんな順

じゅん
番
ばん
で教

おし
えたらいいの？」、

「授
じゅ
業
ぎょう
内
ない
活
かつ
動
どう
はどうやって組

く
み立

た
てよう」、こんな悩

なや
みを

抱
かか
えたことがある人

ひと
も少

すく
なくないでしょう。そんな時

とき
、

これまでの第
だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
研
けん
究
きゅう
でわかってきたことを手

て
が

かりに、自
じ
分
ぶん
の教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
を観

かん
察
さつ
したり、分

ぶん
析
せき
したりする

ことによって、新
あたら
しい発

はっ
見
けん
があったり、今

いま
までとは違

ちが
った

角
かく
度
ど
からの考

かんが
え方

かた
が生

う
まれたりするかもしれません。

基▽▽
き
本
ほん
的
てき
な理

り
論
ろん
から実

じっ
践
せん
まで

この本
ほん
は、著

ちょ
者
しゃ
が日

に
本
ほん
国
こく
内
ない
の大

だい
学
がく
でおこなっている「第

だい
二
に

言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
」の授

じゅ
業
ぎょう
シラバスにほぼ沿

そ
っており、大

だい
学
がく
で

日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を学

まな
ぶ学

がく
生
せい
の教

きょう
科
か
書
しょ
として利

り
用
よう
することができ

ます。また、第
だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
の基

き
本
ほん
的
てき
な知

ち
識
しき
を学

まな
ぶ

だけではなく、そこで得
え
た知

ち
識
しき
を教

きょう
師
し
としてどのように

生
い
かしていくことができるのかという視

し
点
てん
で各

かく
章
しょう
が構

こう
成
せい

されており、現
げん
職
しょく
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し

が自
じ
分
ぶん
の教

きょう
育
いく
現
げん
場
ば
と照

て
らし

ながら読
よ
むことができます。

最
さい
終
しゅう
章
しょう
を除

のぞ
いて、各

かく
章
しょう
の最

さい
後
ご

に「この章
しょう
のまとめ」と「練

れん
習
しゅう

問
もん
題
だい
」があり、後

あと
で、要

よう
点
てん
を

見
み
直
なお
したり、さらに自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん

で考
かんが
えを深

ふか
めていく手

て
助
だす
けと

なります。構
こう
成
せい
は、次

つぎ
のよう

になっています。
第
だい
１章

しょう
　第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
とは

第
だい
２章

しょう
　中

ちゅう
間
かん
言
げん
語
ご
・学

がく
習
しゅう
者
しゃ
独
どく
自
じ
の言

げん
語
ご
体
たい
系
けい

第
だい
３章

しょう
　�学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の母

ぼ
語
ご
は第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
にどう影

えい
響
きょう
する

のか
第
だい
４章

しょう
　習

しゅう
得
とく
には決

き
まった順

じゅん
序
じょ
があるのか

研
けん
究
きゅう
成
せい
果
か
をどうやって実

じっ
践
せん
に生

い
かすか？そのヒントが詰

つ
まった 1冊

さつ

『日
に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えるための　第

だい
二
に
言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
論
ろん
入
にゅう
門
もん
』
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